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 第６回 奈良県動物愛護管理推進協議会 議事要旨 

 

 

 

 

【日 時】平成 30 年１月 26 日（金） 14 時 00 分～16 時 00 分 

 

 

【場 所】県庁６階 第 60 会議室 

 

 

【出席者】協議会委員 向井 務、伏見 誠、阪口 佳弘、欅 眞嘉、米田 康彦、 

姫野 隆昭 

     奈良県   事務局（奈良県くらし創造部消費・生活安全課） 

 

【議事次第】 

     会長挨拶 

     議事 

 １．動物愛護推進員への活動支援について（報告） 

        ・平成 29 年度防災訓練への参加について 

 

      ２．動物愛護管理推進計画(第２次計画)の策定について 

・市町村意見聴取結果について 

・パブリックコメント結果について 

・策定行程について 

 

      ３．動物愛護管理推進協議会の委員について 

 

      ４．その他 

 

【配付資料】１ 平成 29 年度奈良県防災総合訓練 参加報告 

２ 奈良県動物愛護管理推進計画（第２次計画）への市町村意見聴取結果（案） 

３ 奈良県動物愛護管理推進計画（第２次計画）へのパブリックコメント 

結果（案） 

４ 動物愛護管理推進計画（第２次計画）策定スケジュール（案） 

５ 動物愛護管理推進協議会の委員について（案） 

６ 奈良県動物愛護管理推進協議会設置要綱 

７ 動物愛護管理推進協議会・動物愛護推進員スケジュール（案） 
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【議事要旨】１．動物愛護推進員への活動支援について（報告） 

        ・平成 29 年度防災訓練への参加について 

 

      ２．動物愛護管理推進計画（第２次計画）の策定について 

・市町村意見聴取結果について 

・パブリックコメント結果について 

・策定行程について 

 

      ３．動物愛護管理推進協議会の委員について 

 

      ４．その他 

 

 

１．動物愛護推進員への活動支援について（報告） 

 ○平成 29 年度防災訓練への参加について 

    （資料１．の１ページ目に添って説明。） 

 

  ○参加者からの意見、感想 

   ・ 今年度導入した大型テントの利用は、同伴避難者の受け入れや臨時診療所として 

好評だった。 

・ 講習や展示の内容はよかったが、現地での案内が不足していた。会場内の人の動 

きへの配慮が必要。 

・ 災害ボランティアとの協力が出来たことはプラス。被災時には行政の対応は遅れ 

がちになる。平常時から連携を取ることが大切。自主防災組織などへも波及効果を 

伝えていきたい。 

・ 他府県では、訓練にロールプレイや車中泊、テント泊などを取り入れているとこ 

ろもある。奈良県でも常に内容を考え、継続して実施していくべき。 

 

  ○平成 30 年度防災訓練への参加について 

・ 公益社団法人奈良県獣医師会を中心に参加を予定し、内容について検討していく。 

 

 ３．動物愛護管理推進計画（第 2 次計画）の策定について 

  ○市町村意見聴取結果について 

（資料２．に添って説明。） 

 

   ・ 意見の中に、計画全体や施策の方向性の修正を求めるものはなかった。 

   ・ 施策体系１「動物の適正な飼養及び管理の促進」に関して、４件の意見があった。 

   ・ 市町村が対応すべき意見については、市町村での対応を求める。 

・ 国への要望については、機会を捉えて国へ伝える。 
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・ 残る県への要望２件については、施策実施時の参考とする。 

 

○パブリックコメント結果について 

 （資料３．に添って説明。） 

 

   ・ 意見の中に、計画全体や施策の方向性の修正を求めるものはなかった。 

   ・ 概ね、施策の実行時に参考として活用することが適当と思われる。 

・ すでに計画へ盛り込み済みである意見については、その旨をパブリックコメント 

実施報告で明記すべき。  

 

  ○策定行程について 

 （資料４．に添って説明。） 

 

  ○今後の対応 

   ・ 本日の確認点を踏まえ、推進計画（案）を再確認する。 

・ 修正等あれば、随時、協議会委員へメール等で意見聴取を行う。 

   ・ パブリックコメント結果報告公開時、推進計画（第 2 次計画）策定・公開時にも 

各委員へ連絡する。 

 

 ３．動物愛護管理推進協議会の委員について 

 

  ○委員の追加について 

   ・ 県動物愛護管理行政として、今後も防災への対応に力を入れていくべき。 

・ 当協議会としても、ペットの防災に見識の深い委員を迎えたい。 

   ・ 事務局から、平成 28 年熊本地震において被災ペットの救護活動経験があり、県 

動物愛護センターとも譲渡活動において協働経験のある、一般社団法人社会動物福 

祉協会の理事を当協議会の委員に推薦する。 

    （資料５．により被推薦者について説明。） 

（資料６．により委員の委嘱条件について説明。） 

 

   ・すべての委員から賛同を得られたため、一般社団法人社会動物福祉協会の理事の次

年度委嘱に向けて、事務局で手続きを進める。 

 

 ４．その他 

  ○今後のスケジュール 

（資料７に添って説明。） 

 


